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花立 に 於 る底擬織小 生梅 の 騨嫐 　栗原 ．康 （東北大 ・ 歡養 ・動）

底凄微小生物の 群集形態を元村式 の 恒数 a ］b で表現す る と，花立の 中に諸 浸 の 昆 虫幼生が停入す る葛に，’

よ つ て，a ，　 b の 饐が定向的に變動 ナ る 。

軍作混作区 におけ 5 大豆 の 莖葉に棲息す る動物群集の 解絎 松田逵郎。加 藤陸奥蟾 （東北大・理 ・生）

大豆闘作 A 区 大豆 と とろもろ こ し混作 B 区及び C 区を つ くり・ 夫 々木豆 の 莖葉に棲息す る動物群集

に つ い て 葉位毎に諞査 し， そ の 齟 ｝伏況を個饐数 と葉位に お け る動 物群 の 中で の 順位 と 2 つ の性絡 で もつ て

表現 し ， こ の £ ろを成分 に もつ 2 彡」元 vector と して vector 相繭係数で もつ て葉暦 の 棲息｝伏況を比較し

た と こ ろ罩混作区に 対する棲み方の 慂 、・に は ， 丶・くつ か の tyうe が あ り，これ は 鳶分率相醐図表 （4 月 の 鷹

用動物学會で 発表）か ら得 られ る親和性 の 等 しい group と
一

致す る とい 5 こ とが 分 つ た 。

　（問） V   量or 解析 の 際直交成分 は何 と何 にせ られま したか o （鳥居酉藏）

　（答） 一一つ の 武元 を個 饐数1＝ ib　5　一つ の 次元を順位に と ．D ま した，必ず しも こ れ で な くて も俵息獣況を表

す の に外の 性格が ある と思い ます 。　　　　　　
齟
　　

』

　　　　　 繁劑に よ る 大 豆畠昆虫群撫乱の 動態 加藤睦奥堆 ・ 松田逹魅 ｛東北求 ・理 ・生）

　藥瑚 の 撒布に よ り昆虫群集が どの よ 51こ攪乱 され ， そ の 乱 された姿が どの よ うな過程 をへ て 次 の 挙 衡 の あ

る姿 に 移 つ て ゆ くか ． ひ vk こ の よ うな入爲 蝸な力 を湘 え る こ とに よつ で 昆虫群麋 の 本質を解折 した い 考 え

の も とで 大豆畑に folidol，　BHC ，　DDT を撤布 し ， そ こ ｝こみ られ る攪乱 の動態を吟味 した 。

1． 撮布前は省区共全 く溝成を同じ くし て V・るが撒布 10H 後ガ・ ら繭 照 の み他 の 区 と異つ た構成を もつ

よ うに な る 。 省区單独 に みれ ば 対照 区 は掻布 20 日後に 溝成が變 る が ， 撒布 区で は こ の 時期にな つ て も以萠

同樣 の省種昆虫 の 比較密度を もつ て い る （粗闘法仁よ る吟味 ）6
2・ 撒繊 10 日 ・ 20 日の 各騨晦 に ・，各撒揮 と対駆 と殖 で 醗 劉 R騨 表 しこ よ 婚 昆虫の 配 分

關係を吟肄す る と ， こ の 大豆昆虫群隻 を樗成ず る昆虫の中に薬麹1に よ り影響を 5け る一群 と ， そ 弓で ない 一

群 とを明瞭 に区別す る ζ とが 雪きた 。 しか も こ の お の お の の 群鷺溝成す る昆虫の 個體数 と碩位 と の 間に尭籾

の 等比級数 の 式 ｝og ’y十 ax ＝ b が よ く魑当す る こ と が認 め ら れた o 耶ち こ の 2 つ の 群がそれぞれに 1 つ の

ま とま りの あ る 集 圏 と し て 行動 し て い る とみ る こ とが で きよ 5 。 　　　　　　　　　
』一

　　　　　　　
『
立 山 四 湖 の 陸 ホ 學 的 研 究 植本患夫 （富山大 ・文 理 ・生 ）

立山の 四湖 ， twti池 （躑 Om ）・…M 里 ケ 池 （2 ，
405　m ）・ 多枝 ノ 原池 く1，

445 皿 〕
・松尾池 （1・

335　m 》に

っ い て は荊に 中村遒太郎 （1926） 〜二よ り調査が行われ た が ．今回の 再調 〈1952 年 8 丹一12 日〜16 日）
・
に ょ

り幾多の 變貌が 認め られた 。 騎に著 しい の は 多技原 ノ 池 で ． そ の 最大深度が 17 ，0　m か ら 6．6m ・
へ

， 永色

（E ）が第 5 號が ら第 9〜 10 號 〜 逶朔度 が 9・2m か ら L8 〜2・35　m へ ・C1 含有量 （mg ／L）が 0・04 か

ら 2．1 へ ，KMnOi 渭費鼠 （mg1L ）が
・1．52 か ら 14．0 へ とそれぞれ變 つ （い る 。 湖面 々 積の 夲方根に対

す 磁 大釀 の 比 は美久里 ケ 池 で 廟 ノ15．2血 噐 7．1 と な・l」　） 醸 は潮 1に お け る第 ・ 位 の もの と

思われ る 。 湖水 （− 0．2m ＞ の 一時 硬度 ｛佛 〕は前 の 二 湖 に お、詫 5 度と 5 嵐 後の 2
‘
湖に お 、・て 22 度

と 57 度b4 湖 の 瀧水 ← O．2m ） の pH 　（qUinhydron）はそれぞ れ 5・0 ・5・0・6・8・6・3 。 動物性プ ラ ソ ク

ト ソ 10Ptrp 　5 ち 4 種 の Clad  era と Dt
’
iu）brycm　sertutaria とが前 の 二 湖 の み tc，

’
　3 種 の Rotifera　P ；後

の 二 湖 の み に見出さ れた 。 P瞬 伽 ’翩 Milleiが多枝原 ノ 池に ， ρ伽 ま伽 型 の D ・Phnla　P”lex が線ケ 池

に ， PnEntiliva型 の DaPhnia　tθngisPina が美久里 ケ 池に そ れ ぞれ見出された 。

　 （問） プ ラ ソ ク ト ソ の 優勢種 と湖沼擁件 と の闘係 。 （佐藤隆甼 ）

（67 ）
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